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動物と私
山岸 哲

私のM究室は「lfQJ

物社会学研究室」

とL寸看板をかけ

ているカヘこうい

う ~Jf究室は知る限

りでは全国の大学

でうちだけのよう

だ。動物社会学は

おもlこ同町I個1￥問

の諸今の｜刻係ーた

とえば失附関係 ・親子関係 ・兄弟関係 ・仲間関係と

いったーを明らかにすることを目的とする。

今西錦1i］氏が1951$手に宕波新筈で、 「人間以前の

社会」を普かれ、 それまでの社会性昆虫のような

「集同（合）即社会である」という社会観に変わって、

単独悦のものまで含めて、全ての動物に社会を認め、

その進化の法則を探ろうとされてから久し~＇。この

H寺点ではおそらく、 この考えプfは世界で最も先を走

っており、その後の動物社会学確立の可能性が最も

高L、位置にあった我が国の動物社会学も、その後の

足取りは意外と遅々としたものであった。人附以前I

の社会の研究も、その主力はサルどまりであって、

霊長類の社会の研究が進んだ割には、サル以前の社

会の方lまあま ηはかばかしい成果が得られなかった

ようだ。

ところで、動物の社会を比てゆくとき、その視点

が一昔前とはずいふ・ん変わったこと に気づく 。私自

身20年前にはホオジロという小鳥のなわばり社会の

研究にたずさわっていたが、学位論文をまとめる際

には、こうしたなわばり社会のもつ個体数の調節機

構といったものが論泌の中心であった。つまり、な

わばりをもったつがいが繁殖 し、もてない個体は繁
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地から俳除されて、ホオ ジロの秘としての｛国体数の

安定性が｛来たれるという訴である。その頃はローレ

ンツが比較行動学でノ ベル貨をとった凶でもあり

動物は極にと って普であるように振舞うというの

が大方の了解でもあった。先の話では、なわばりを

もてない個体は般のためという大義名分のために縦

性的に繁舶を見合わせるわけである。こうした兄方

はやや全体主義のにおいがしないでもない。

この机.＇.＂！.はウィ ルソンの 「社会生物学（ソンオバ

イオロジー）」 (1975）や ドーキンスの「手I］己的ill

f云チ」 (1976）の登場によって大きな変換を，，x:しと
げた。動物の行動は泣伝子によって規制されており、

個体そのものはそれによって遺伝子が生き残り 、jlJ

生Pliするための、 一時的乗り物、もしくは生存機械

に過ぎないという。遺伝子に対する自然選択は表現

型を通じて行われるから、最も成功する遺伝子は一

番効果的に個体の生存と繁殖成功を成Lとげる巡伝

子であろう。遺伝子選択の結果として、それぞれの

個体が遺伝子の生存を高めるように行動する。この

ノfラダイムでは動物は自己犠牲的な行動はし ないこ

とになる。常に自己の遺伝子のコピーを多〈残した

個体制限者となるから、他個体を欺くとか、 出し抜

くとかいった行動がごく当り前のこととなる。私自

身も研究室の学生諸君も今はこの線に沿った仕事に

血道をあげている。

ものの比カはl時代と共に変わるものだろうが、 動

物の行動には遊びとか、無駄とか、手I］他心、博愛心

といったものは存在し得ないのだろうか。 「1f：意持

金ゴ：：.~空」、 「不倫Hキ代」 、 「競争時代」 の今日には

社会生物学的個人主義の見方はよくあっているよう

に見えるが、なんとなく居心地の悪い思いをしてい 、

る毎日ではある。それにしても、社会生物学の後に J 

くるパラダイムは何なのであろうか。だいそれた看

板をmげたものとしては気になるところである。
（大阪市立大学教綬）

表紙の写真説明

キンカジュー

Potos llavus 

メキシコの南部からブラジルにかけてのジャ

ングルに分布しています。果実を主食にしてい

ます。長い舌と巻きつけることができる尾が特

徴です。 （綴影 ：大川光脱）
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I “昨年3頭目のエランド誕生” I 
I 問 23日、エラ ンドにオスの赤 ちゃんが生まれま － 

i した。 昨年1年で3頭目の出産です。きびしく なっ ~ 

; てきた寒さにも負けず、お母さんと一緒に駆け回つ I 
I ていますo （撮影 ：中垣圭史） ； 
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動扮国グラフ 主主ごぇ25(2).1989

“アメリカバクに赤ちゃん誕生”
昨年 6月20日に横浜市金沢動物公園よりお借

りしたアメ リカバクのペアに 9月19日午後、 赤

ちゃんが誕生しました。イノシシの赤ん坊のよ

うにシマのある可愛いこの赤ちゃんの成長記録

をおとどけします。 8・9ページの記事も参考

にして下さしミ。 （撮影 ：里子口 秀高）

出産直後。母親が赤ちゃんのぬれた体をてい

ねいになめてやっています。

ヰ

体の成長具合を計測しました。

11・12月の動物園日記
11 I 26.キリン、クロサイ、ヤマネコ、ヒョウ各舎

の暖房を開始しました。

11I27. タヌキl頭とニホンキジ1羽を保護しました。

アジアゴールデンキャットの内部寄生虫の

駆虫を行いました。

11I28. 昨 H保護したタヌキの左前足の骨折治療を

実施しました。

12 I 1 .新しく来闘したパタスザルのオスの検疫が
終了したので、飼育舎でメ スと見合を開始

しました。

近畿地区動物園獣医~iii研究会が開催されま

4 

した。

12 I 2 サル舎の古くなった止まり木を、交換しま
した。

12 I 3 チンパンジーのオス “リ yキー”の皮ふに
i毘疹ができはじめたので、治療を附始しま
した。

チュウゴクオオカミ （黒変種）が交尾しま

した。

アピシニアライオンの内部寄生虫の駆虫の

ため、 1主射を行ないました。

12 I 4 神戸市立王子動物園より動物交換で来図し
たカリフォルニアア シカのメス“フ ジコ”

の検疫が終了したので、陥雌所から出し、

〆ラ

よ〉

なきごえ25(2) .1989 

ポクがアメ リカバクです。よろしく。

他のアシカと同居させました。

チュウゴクオオカミ（黒変額）が本日も交

尾しました。

12 I 5 アオノ〈トを 1;;j3.Jf呆言蔓しました。
12 I 6 .カンムリカイツプリを 1羽保護しました。

発情のためか、コンドルのメスの気性が強

くなり、オスをつつきいじめるため、メス

を隔自佐することにしました。

12 I 7 .本年生まれのカリフォルニアアシ カの体重
iJllJ定 を行いました。

12 /10.パタスザルのオスとメスとの見合を終了し、

本日から同居させました。

フクロギツヰ、のメスの袋の中に、体長約20

5 

ポクも少し食べてみょうかな。

お母さん、だーい好き。

cm程の、赤械の子供を確認しました。

12I11 第44凹動物のお話とスライ ドの会「動物の

赤ちゃん大集合」 をJI甘催しました。
12 I 12.オラ ンウータンのメス“ウータン”が、繁

司直を目的とした動物の貸f昔（ブリーデイン
グローン）で、名古屋市東山動植物園に送

りました。

12 I 14. キーウィ “ジュン”の赤外線カメ ラによる
ビデオ録画観察を行ないました。

12 I 19.中国・成都動物園のジャイア ン卜パンダ飼
育係、江華氏他 2名が来園見学されました。
キーウ ィの体重測定を行いました。



キジの飼育
キジ舎の担当になって 5回の繁殖シーズン を経験

しました。 しかし次から次へとわからない事がでて

くるものです。せめて同じ失敗を繰り返さぬように

今までの繁殖に閉しての資料を整理してみます。

§ ハイイロコクジャク

現在展示しているペアーは1982年以降ずっと有精

卵が確認されています。白然・人工繁殖のどちらを

選んでも良好な結果が得られます。自然繁殖の場合

にも他のキジ類のようにオスを別居させる必要もあ

りません。人工育すうの際には室内から室外に出す

際に温度調整に気を配ってやる程度で特に飼育方法

も難しくありません。今後は、初期の卵は人工フ化

を、そして次に自然ふ化をするという併用で繁殖を

続けていけば良いと思います。

§ チリーシギダチョウ （シギダチョウ目）

1昨年の失敗から昨年はシェルタ一等を増やした

せいか、抱卵そしてフ化に成功しました。 しかし二

日齢で死んでしまい、育すうには失敗してしまいま

した。シギダチョウの仲間は抱卵と育担任はオスがお・

こなうのですが、今回は給餅行動は確認されません

でした。人工フ化の時にはミールワームを使って仰

付けを したのですが、本年度はフ化後のヒナ用の飼

料を検討し、向然繁殖をせ，ひとも成功させたいと！♂

b、ます0

§ ミミキジ

1昨年までは産卵が確認されていませんでした。

そこで昨年は繁殖シーズン前に床面の山土を砂に入

れ換えました。そ して飼料に大豆を混ぜ、ミ ールワ

ームや卵黄 （ゆでたもの）を与えました。結果的に

昨年は4月11日から 6月12日にかけて22卵の産卵が

確認されました。巣造り行動はみられたのですが抱

卵する様子はみられませんでした。人工フ化は22卵

中 6卵は無精卵で、残り16卵中 5卵がフ化し 2羽が

成育しました。 本年度は、もう少し飼料を工夫し活

力のある卵を得られるようにするとともに、フ卯器

作業ももう 1度考えてみる必要があると思います0

§ ベニジュケイ

H乍年は4月4日から 5月15日までの則問に5卵の

産卵があり、うち 4卯をフ卵器に入れ全てが有精卵

であり 2羽がフ化成育した。現在オス 1羽メス 2羽

を展示しているが、メス 2羽はまだ若い個体ですの

で、今後の繁殖に閉 しての資料を正確に残すことに

よって年齢別の産卵数などを知ることができると思

います。

§ ニジキジ

1昨年の自然抱卵の失敗の経験から、 昨年は初期

の卵はフ卵慌に入れ、有精卵が確認された以降の卵

を自然抱卵させることにしました。 4月17日から始

まり、4卯目 （4月24日産卵）から有精卵が確5忍さ
れています。それ以降9卯が産卵されま したが全て

が有精卵であり 9羽のヒナが成育 しました。人工フ

イヒ 45.J)j、自 ！＇~ フ イヒ 5 )j)jでトあり、 いすよれもフイlニ白書文29
～30日であった。本年度も昨年と同級な形で進めて
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1988年度（S.63) キジ舎産卵状況一覧
いきたいと思います0

§ 人工フ化について

フ卵器内温度は37.4～37.6℃とし、温度は一昨年

の卵重の減少率の記録から考えて、 70%から昨年は

60～62%にしました。この結果として卵重の減少率

も種類により多少の差はありますが、 10%前後とな

りました。また無精卵と有精卵の卯重の減少率の差

に聞しては、1昨年同様に白単位の測定値しか得る

ことができず、はっきりとした差は認められません

でしたが、傾向的に無精卵の方が減少率が1%程度

m；くなっている椋3です。
フ化率はマク ジャク ・チリーシギダチョウでは低

くなりましたが、全f本的には良くなりました。マク
ジャクの場合には死ごもりが多かったのですが、放

冷時間を 1時聞から30分にすることによって、フ化

するようになりました。 ミミキジのようなフ化率が

悪かった種類でも考えていかねばならないと思いま

す。

§ 人工育すう

限られたスペースの中で被数のヒナを飼育するた

め雑居することになるのですが、体の大小や極類の

気性を充分に考えながらグル プ作 りをしていかな

ければ‘ならないと思います。

育すう箱に1ヶ月、そして室内収容所1ヶ月、この

間に徐々に外気に慣らし60日齢で室外展示という形

を基本としていけばいいと思います。

§ 脚の内向と指骨の湾曲の矯正

ベニジュケイ ・セイランの各 l羽で間関lの内向が

みられま した。原医lとして考えられることは、フ卵
~ifの条件が適当でないか、放J令時間の不足のせいで

1mの中で体が大 きくなりすぎ、正常な形で脚が成長
することができずに内向したということです。その

まま にしておくと立ちあがることもできないため、

ポリ容慌を使って足型をつくり、それを雨脚に固定

し矯正することにしました。しっかりとテーヒ。ング

すると 2～ 3日で正常になりました。
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指骨の湾幽と矯正

チヤムネシャクケイ 、マクジャクとベニジュケイ

の各l羽 それと ミミ キジ2羽に指骨の湾曲がみら

れました。湾曲はその程度によって別に何ら支障

のないものやひどいものでは体が大きくなるにつ

れ関節への負担が大きくなるのか胸lの外向が目立つ

穏 名 2月3月4月5月6月7月8月 言十 初卵～終卵

〔プyポウソウ自〕

ワライカワ七ミ 3 3 3 9 %～% 

〔シギダチョウ目｝

チリーシギダチョウ 7 8 15 %～3岳

〔キ t一，、，' 目〕

ヤプツカツクリ 1 2 1 4 %～%喜

ハイイロコヲジ、7 2 4 4 10 %～%  

コサンケイ（♀3羽） 5 9 5 19 K.～｝£ 
チt／..干シ－＼＇7ケイ 2 1 2 2 7 ）｛，～%  

ベニジュケイ 3 2 5 Y.～Xs 
、、、 ミキジ 7 12 3 22 Ki～% 
アカヤマドリ 6 4 10 Ka～% 

ニジキジ 5 7 12 ~～% 

マ 7 ジャク（♀2~~） 3 12 4 19 ~～% 

ミヤマハ yカン 3 4 7 %～% 

セイ ラン 2 2 2 1 7 う長～3岳

ニホンキジ 6 5 11 %～% 

カンムリキジ 1 4 5 %～% 

1988年度（S.63) キジ舎人工勝化状況一覧

種 名 入卵数 有精卵数 勝化 数

〔プ y ポウソウ目〕

ワラ イカワセミ 6 2 2 

〔シギダチョ ウ目〕

チリーシギダチョウ 15 3 2 

〔キ ン 目〕
ン町F キ ン司 ' 7 4 4 

、、 、、 キ γ 22 16 5 

アカヤマドリ 11 。 。
ベニジ A ケ イ 4 4 3 

チ吋ム平シベクケイ 5 2 2 

セ イ フ ． ノ 7 5 4 

7 7 ’ジャク 18 6 3 

ノ、イ イロコクジャク 5 5 4 

カンム リ キジ 5 。 。
ヤプ 1カ＂／ 7 リ 3 。 。

1988年度（S.63) キジ舎自然既存化状況一覧

1重 名 抱卵数 有精卵数 際化数

〔ブッポ ウソウ 目〕

ワライカワセミ 3 3 3 

［キ ン 目〕

ノ、イイロ コ 7 ジ~· 7 2 2 2 

ミヤマハ y カ ン 7 3 3 

ン‘・， キ ン， 5 5 5 
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アメリカバクを飼って
§ はじめに

アメリカバクは昭和32年から天王寺動物除lで飼育

され始め、昭和45年には円本初の人工哨育にも成功

しでいます。しかし、昭和153年に最後の 1頭が死亡

して以来、その興味深い姿をお兄せできませんでし

日～。

今回、償浜市金沢自然公開の御厚意により昭和63

年 6月ブリーデイングローンによ りオス ・メスのベ

アが入閣しました。このペアは昭和62年8月31臼に

最初の交尾が見られ、 9月初めまで交尾が確認され

ていました。その後、交Itは兄られないとの事で、

妊娠は隙実という事でありましたところ、昨年9月

19日無事オスの仔を出産しました。

出産直後 マーガレットがぬれた体をていね

いになめてやりました。

§ 両親

父親の“ボーイ”（推定8才）はカナダのパンク．ー

パーゲームハウスより金沢自然公園に入国し、 体重

224 kg。母親のマーガレットは昭和54年 4月21日鹿

児島県平川動物園で生れた個体で、体重は 227kgで

す。この両親の聞に昭和62年 7月14日に lf子をもう

けています。

§ 妊鍍・出産

昭和62年8月31日に最初の交尾が見られ、その後

9月5日にも確認されたとのことです。前回の妊娠

朋聞が387日と いうことでしたので、今回の出産予

定日を昭和63年 9月末か10月初めに設定し ました。

両親はとても人に良くなれており身体をさすってや

ると気持よさそうにゴロンと械になり、寝てしまい

ます。ですから陰部や乳房の観察にはたいへんー都合

なきごえ25(2).1989

が良いのですが9月に入つでも陰宮IIや乳頭に何も変

化はみられません。又、手Ui.員をしぼってみてもミル

クは出なかったのですが、乳頭のよ古IIが少しふくら

んでいるよ うにみえました。 9月15日にも手Lli頁をし

ぼってみたのですが、何も出てきませんでした。9

月19日朝、 いつもと同じようにエサもすっかり食べ、

ボーイもマーガレ y トも何も変った様子はありませ

んでしたので、いつもと閉じように放飼場に展示し

ていました。午後3時頃パクが「！＇，産していると聞い

でパク舎に行くと出産は無事に終っていました。出

I表時、オスのボーイが一緒にいたのですが別に何も

せずお1妥を見守っている様な感じに見えました。子

供が立つのを待って母子を寝室に収容し、当分の悶

父鋭とは別居させました。

§ 子供の成長

生まれた子はオスで、 イノシシの子供のように胴

体には横縞があり四E止には白い妊点があるウリ坊で

した。生れて約30分位で立ち、歩き始めました。こ

オッパイを飲む赤ちゃん 体のシマ模様がよ

くわかります。

の臼は晴乳の確認が出来ませんでしたが、夕方から

夜間にかけてたびたび母親の腹部から般のあた ηを

採って乳を欲しがっている様子でした。翌、 9月20

- 8 -
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日午前10時半頃約3分間乳を飲人でいるのが確認で

きました。母親は械臥し片方の後脚を少し卜．げ子ねた

が乳を飲みやすいような姿勢をしています。この目、

母親と子供を別け、体重視I］定をしました。体重は8

kgあり平均的な重さと忠われます。

3日目、口に乾草をくわえ口をもごもご動かし、

文夕方エサをやると母親の横でエサ符の中にfJJiを突

っ込み口を動かしていました。 まだエサは食べない

と忠われますが、口の廻りに官irのフスマが付いてい
たので、フスマを少し食べていたのではないかと思

います。

6日目、 母親と子供を放飼場にI±'，し一般公開しま

した。最初はキョロキ ョロとあたりを採るような様

子でしたが、すぐ母親に置いて行かれないよう後に

ついて、 放飼場内をえI±り廻るようになりました。放

釘］.t~でも授乳をしている所が見られ、又、 プールの

浅い所に入り排便も自分でしました。体重も9.25kg 

にな η出産時より1.25kgふえています。 10日目より

本格的に恨菜類を食べるようになηJI阪鯛に発育 して

いました。

§ 父親との同居

今まで父親とは金網ごしに別居させており、たえ

ず見える状態でしたが、父親は母親に対し務ちつき

親と一緒に膏草を食べるまでになりました。

がなくなり柵にかけ」てったりしますので、 25日目に

親f子3頭を同居させることにしました。父親が子供

に対しどのような反応をしめすか心配したのですが

母親の方に気を取られているようで、 子供には割合

無関心でした。終始メスの後をついて歩き、フレー

メンをよくやりましたが、まだメ スに完全な発併が

来ていないのか、メスは交Iでを嫌がっているようで

した。夜間は父貌とは別ノヤにね室に収容しました。

次の日の午前10時頃母親の方は乗り気ではない綴子

でしたが交尾をしました。その後10月19日にも交尾

を確認しでいます。一方子供は父殺の所へもよく 行

き、父殺が座っている所に行って一緒に座ったり、

寝たりしていましたし、父親の後について歩いたり

もよ くしていました。放飼場に育王手を入れてやって

も3頭いっしょに食べ、 3頭はとても仲良くやって

います。このころから夜間も父親とは分けず3頭を

いっし ょに収容しました。エサ箱は2ヶ所にしてい

ましたが、子供は母親の食べている方にも、父親が

食べている方にも行ってエサを食べます。又3頭が

同 じエサ箱で食べている司王もありました。

§ おわりに

10月19日以後交尾は確認はしてお・りませんが、発

情周期は約30目前後と思われ 4～5日間続くものと

思われます。子供もとても元気で成長し11月16日に

は体重も28kgになり身体のシマも前の方が少しうす

くなっで来ました。

アメ リカバクも年々その生息数が減少しています。

この両親がこれから多くの子供を生人でくれるよう

期待しています。

最後になりましたが、ペアのアメリカバクを心よ

く貸していただき、その上その飼育資料も提供し

て下さ った愉浜市会沢向然公団に深くお礼申し上げ

ます。

30 

l本
20 
ffi 

(kq) 

JO 

アメリカバクの体重増加クラフ

l 6 II 18 28 37 
円 ＇＼1

47 57 

（飼育諜・聖子n禿高）
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獣医室から⑩
なきごえ25(2) ,1989 

ウータンの嫁入り

昨年12月12日、当固からオランウータンのメス 1

頭が、名古屋市東山動植物園に嫁いでいきました。

名前をウータンといいますが、当国のオランウータ

ンの中では最年長で、あった個体で、推定年齢が28歳。

オランウータンの寿命は約50年とされていることか

らまだまだ子供も生める年齢です。 りっぱな成獣の

オスもいる当固から、男ljの動物園にお嫁入りしなけ

ればならなかったE里由は何かといいますと、当園で

はこの“ウータン”だけが、スマトラ産のオランウ

ータンで、他3頭が全て、ボルネオ産のオランウー

タンで‘あったということ

です。同じオランウータ

ンなら、そんなこと関係

ないじゃないかと言われ

る方がお、ありでしょうが、

これは大いに関係ありま

す。染色体も少し異なり

ますし、顔などの形もか

なり異っています。一度、

これらの聞に雑種が生ま

れたら最後、そのオラン

ウータンから生まれる子

供は全て雑種とな り、も

う品屯粋なボルネオ産、ス

りますが、今回は福となったわけです。国際保護動

物で、里子生ではもう 1万頭程しか生き残っていない

オランウータンのことです。繁殖可能なものは、 で

きる限り、そのチャンスを与えてやらなければなり

ません。スマ トラ産のオランウータンは現在14頭が日

本で飼育されており、そのうち10頭飼育しているの

が、名古屋市東山動植物園で、繁殖のための動物の

貸借の契約のシステム“ブリーデイングローン”ても

借受けてもらい、繁殖計画を進めてもらう ことにめ

でたくなったというわけです。

別れが最もつらかった

のは、申すまでもなく長

年飼育を手がけてきた担

当者です。我々獣医は、

捕獲し輸送オリに入れな

ければならないという役

目をおおせっかり、悲し

みの担当者を前に、麻酔

を日欠矢によってかけなけ

れlぎならないことになり

ました。オランウータ ン

は、大変かしこいので、

いざ麻酔剤を注射する段

になると 、すぐ身がまえ、

マ 卜ラ産のオラ ンウータ I"!'!'益也、注濁』L－－直面軍讐写こーー－注射できないようにして
ンに戻ることは不可能に 日なたぼっこをするウータン しまいますから因ったも

なってし まうのです。150万年前、オランウータンはボ のです。そこで我々も考えました、前日に絶食させ

ルネオ、スマトラのほかジャワや中国南部・中部な

どアジアに広〈分布していたことが知られています

が、最終的には、ボルネオ、スマト ラの両島でしか、

オランウータ ンは生きのびることができなかったの

です。その100万年以上にも及ぶ長い年月が、この各

島のオランウータンを進化させ、その島独持のオラ

ンウータンを形｛乍っていったのです。これがつま り、

地方別で分類される車種が形成されたことになりま

す。我々は、長い自然の営みによってできあがった

この亜種を無くしてはならないのです。幸いなこと

に、当固ではボルネオ産のオス “ブル”と、この “ウ

ータン”とは也ーからf中が恕く、交尾までには至った

ことはあ りませんでした。オランウータンにも人と

同械、相性というものがある らしく、きらいなもの

はきらいとして頑と受けつけません。動物悶が希少動

物の繁殖を考える場合、これは全く困ったこ とにな

で、翌日、 ミルクに鎮静剤を入れていつものように

飼育担当者に飲ませてもらうのです。今回は、今ま

でよりもず．っと少量で効果のある薬を入手できたこ

とや、担当者が気をきかして甘いシロップをミルク

に混ぜてくれたことが効を奏したのか、疑わず全量

を飲みほしでく れました。その後の麻酔も、何とか

順調にいき輸送オリの中に収められた“ウータ ン”

ですが、鎮静剤と麻酔剤を使用して意識 もうろうの

状態で進められたことであるにもかかわらず、その

翌日の名古屋出発の時には早朝より昨日のことに対

し大変立服の様子で、これから新生活に旅立つの

だという希望めいた表情はどこからも感じとれな

かった花嫁 “ウータン”でした。

来年か再来年あたりには、一児の母となっている

姿を、名古屋で見ることができるかも知れません。

（飼育諜：森本委利）
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動物園ニュース
§ オランウータンの“ウータン”東山動植物園へ

12月12日、オランウータンぴ〉メス“ウータン”カず

名古屋市東山動植物園へ繁殖を目的と して貸し出さ

れました。

当園では 4頭 （オス 2頭、メス 2頭）のオ ランウ

ータンを飼育していましたが、昨年の春に染色体に

よる検査を実施したところ“ウータン”のみがス7

トラ産で、他の3頭はボルネオ産であることが判明
しました。オランウータンはスマトラ島とボルネオ

島に分布している 2豆町重があります。

両者はわずかに

形態が巽ってい

るだけですが、

自然界ではいっ

しょになること

はなく、動物園

では10年ぐらい

前から純粋な亜

君津のf呆存という 東山動物園へ出国したオランウータンのメス
点、で問題になってきました。そこでスマトラ産の亜種

を飼育し ている動物園で“ウータン”を飼育してもら

えるように交渉をしてきました。その結果、名古屋市東

山動植物園で引き受けていただけることになりました。

東山動植物闘では、現在10頭のスマトラ産のオラン

ウータンを飼育しており、 当園の “ウータン”を加

えて11頭になります。東山動植物園では繁殖も順調

ですので、 “ウータン”は推定28才の高齢ですが、

2世の誕生も期待できそうです。

§ キンムネオナガテリムクの楽園

12月20日にキンムネオナガテリムクのオスの寄付

がありました。この鳥はアフリカのエチオピア、ソ

マリア、ケニアなどに分布 しているムクドリの仲間

で、黄色の胸と長い尾が特徴的な美しい鳥です。

当固では昭和60年に入国したメ スを 1羽飼育して

いただけですので、待望のオスが釆園し ました。か

ごごしの見合いの後、 12月19日に同居させましたが、

闘争もなく折合L、はよいようです。今後の繁舶を期

待したいものです。

§ カンムリカイツブリの保護

12月6目、カンムリカイツブリがl羽保護されまし

た。住之江区の南j巷野鳥閣の入口の前に箱に入れて置

かれていたもので、野鳥園より当固に届けられました。

カンムリ カイ ツプリは大型のカイ ツブリで、夏羽

の冠毛とえり巻状の赤い飾羽が特徴的な鳥です。大

阪では冬に淀川の中津付近などで見られます。

左翼と下鴨を負傷しておrり、現存動物病院に入院

中ですが、毎日 ドジョウをよく 食べでいますので近

いうちに自然f宴何？で、きるで・し ょう。
§ ゾウにサ トウキビのプレゼン ト

昨年12月 1日の大阪 ・奄美聞のジェッ ト旅客機の

．・・・＊・・・・＊・・・・時：．．．．＊－－－－＊・・・・本・・・・埼：． ．．．

現在の飼 育 動 物数
（昭和63年12月31・円現在）

日甫 乳類 13日 105平豆 457点
鳥類 20目 197種 669点

腿虫類 3目 35 fill 88点

合 計 36目 337種 1,214点
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就航を記念しで、 12月8日に鹿児島県大島支庁・奄

美群島観光連盟から当国のゾウにサト ウキピがプレ

ゼン卜されました。

当日は橋本幸

雄大島支庁長を

団長とする16名

の方今が来固さ

れ、南園ゾウ舎

前で2人のミス
i奄美からゾウの

ミス奄美からゾウヘサトウキピのプレゼント 飼育担当者にサ

トウキピが波されました。 さっそくサトウキピを

もらった3頭のゾウたちは大喜びてるおいしそう に食

べていました。続いてゾウ舎前でミス奄美らがサン

ゴや互の砂、黒砂車併などの奄美の特;m品と観光ノfン
フレ y トを入国者に配布しキャンペーンをくりひろ

げました。

§ 動物園のお正月

毎年、エト にちなむ動物舎に〆縄飾りをしますが、

今年はヘピ年ですので12月27日には虫類舎のアミメ

ニシキヘピとインドニシキヘピを収存している部犀e

の前に〆納を飾りました。

また、北図展示館では恒例のエトにちなむ郷土玩

具展を 1月2日から31日まで開催しました。京都市

在住平田嘉一氏提供で今年の年賀切手にも採用され

た栃木県の下里子， 一一一一一一一一ー 百四E・E・－
土鈴をはじめと L q否認．匝~~圃
するへビに閉す －－－－ ～4込改定：..『叫唱噌．． 
るものキ勺400点の

郷土玩具を展示

しました。

レクチヤール

ームでは 2日、

3日の両日動物 エトにちなむ郷土玩具展

映画会を開催し、 2日には関長が年頭あいさつを行

いました。また、両日共先着200名の入園者に動物園

のコアラ写真カレンダーを配布し ました。

⑨お知らせ

動物のお話とスライドの会

2月19日（R) バー ドウォッチング

3月19日（El) コアラがやってくる

4月16日（Fl) 動物園の一日

時間 ：午後1時～2時

主務目庁 ：二｜ヒ悶レクチヤールーム

⑨テレフォンサービス実施中

催し物、 トピy クスなど魅力たっぷりの動物閣

の案内を24日寺問テレフォンサービスで行っていま

すのでご利用く ださ い。

電話番号 771-9999  

＊休園田のお知らせ＊
世~J~均図のf本国日は毎月第 3 月 II被日（休日 の場合は
翌日）です。4月までの休図日は下記のとおりです。：
2月20日｛円）、 3月20日（円）、 4月17日（月）
開閣時聞は、午前9時30分から午後5時までで、
午後 4時に切符売り止めになります。



キップスは便利をかたちにした力一ド。

近鉄グループ力一ド
くキップス〉

会員募集中

｜ お問合せとお申込みは各店クレジツトセンターへ ｜ 

・アベノ店7階・上本町店11階・東大阪店本館・煙原店6，皆・奈良店4階・西京都店1階・東京店7階

生態・飼育・図鑑~~~づまり
圃z・E罰圃’•a-.，岨u:五耳届了~－－置V居酒・！＇：置副t,ヨ匝置

中川進朗・岩会徳光／監修

85変型判・オールカラー
定価580円
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お求めは、お近くの書店で。 会ひかりのくに株式会社 本社／干543大阪市天王寺区上本酌2時 768-1151

たのしいとのりものミが待っていますO
1人1回

100円
(1才まで無料）

団体割引
(30人以上）
．．…・ 1割ヲ｜

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3112 

いま、フィルムは
頭脳をもった。
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平岩米吉著 日本植の正史ついに完成

改訂六版 〔狼ー その生態と歴史 】
定価 2,800円
A5判・本文320頁
口絵・挿函等140図

女犬科動物の研究家として知られる著者が数十年にわたり収集した正確な資料を、生態学の

眼をもって描いた空前の書。日本狼は、大口の真神とあがめられた古代より、のちには病

狼と恐れられ、やがて絶滅に至るまでの経緯を詳述。

序章

第二章

第四章

第六章

終章

（主な目次）

繰への幻想と現実 第一章

犬と娠の関係 家犬の成立犬と狼の相違点 第三重量

仮狩の記録江戸時代の緩狩り 第五章

日本猿の形態 日本における援の研究 第七章

狼を飼った人々 秩父宮殿下の狼。著者の飼った仮

犬科の分類と解説

日本娠の歴史 古代の狼害t狼のや11格化

狼の伝説 間違いだらけの娠の姿態

日本猿の絶滅 最後の日本狼

発行動物文学会 部o~i%t~1~si官~83~1彩縦 発売制池田書店 ·~mo;fit~~~：q1宿慰安＇ii~Ti-36~語
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．貸出品目／ビデオ「動物園へ行こう」
＠巻・20分（10本常備）

・対 象／保育園、幼稚園、小学校の先生

．貸出期間／10日間

．貸出料／無料（但し、郵送料450円は必要）

．申込先／当協会まで、電話かハガキで

お申し込み下さい。



動物ぬいくるみは
子供のゆかいなお友達

川 11111各種ぬいぐるみ企画・製造・卸川II

有限会社ヨ＝~号 :'Iti 
否 547 大阪市平野区西脇4丁目 5番22号
TEL : (06) 704-8 5 8 0 

FAX : (06) 704-8 5 6 5 

－医学実験用動物

・宣伝用、 テレビ用、貸動物

・原色世界維類図鑑（34種1枚もの）要郵便券250円

有限会社古川商 ふ
一品

本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号

飼育場兵庫県小野市来住町15 1 3番地

電話（078)221-8195附

たのしいと動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞ．ゲ

圏内、主要動物会
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

動物圏内での

お禽事、ご体憩lま

大阪市天王寺動物園内

中央売店

fラ

天王寺動物園内

商園売店
代表者松谷 良子

大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（06) 7 7 I -7 I 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい／／

カラー写真 キヤビ・ネ1枚 500円
撮影無料にでキャビネl枚をサービスさせて裁きます。

揃影予約も受付しておりますのでご連絡下さい。

。随時係員が待機して

おりますのでご説明

に伺いました際は、

よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



もっとおいしく もっと元気に．ノ・・ ・・雪印
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新鮮です二さわやかて。れフJレーツがスった、おしゃれなヨーグヲレト。

ホワイトを基調にしたシンプルなデザインで、ヨグールのさわやかさにも

ピッタリでれ

WE SUPPORT WILDLIFE! 
天王守動物園協会の先店に、、WWF匡l際保

護動物必Lぐるみコーナー＂j)f新，没されました。
このぬし、〈守るみの売上げの一部はWWFJ

(t世界野生生物基金日本委員会）に寄付さ

れますユすばらしL、野生動物ぞ私たちの手で

大切に守りましよう。

お申込み、お間合わせは一一一

社団法人大阪市天王寺動物園協会
（天王寺勧物圏内lTEL(06}77ト即日l

株式会社ファミリア商事部
TEL(07B)32ト0345

・お電話でのお申込みは動物園協会まで。

なお、郵送の場合lま実質を負担していただきま雪、

•WWFCWDRLD WILDLIFE FUND>とは？
世界野生生物基金。世界中の危般に瀕している動物たちと、その

自然環境を保護するための機関です。
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